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1.　はじめに

本文章は、CTC アカデミックユーザーア
ソシエーション（以降 CAUA と略す）の
2010 年度の活動概要を報告するものです。

2.　第 11 回定時総会

総会は CAUA の活動方針・内容を決定す
る重要な機関です。第 11 回定時総会は 2010
年 6 月 24 日（木）に、東京都千代田区の
TKP 大手町カンファレンスセンターで開催
されました。

運営委員長の安東孝二氏の司会で開会し、
会長の後藤滋樹氏（早稲田大学）に開会のご
挨拶を頂きました。その後、総会議長に坂下
善彦氏（湘南工科大学）が満場一致で推挙さ
れ、議案が審議されました。議案と審議内容
は以下の通りです。

□第 1 号議案：2009 年度活動報告
事務局より 2009 年度の活動内容ついて

報告を行ない、全会一致で承認を頂きまし
た。

□第 2 号議案：2009 年度会計報告
事務局より 2009 年度の会計報告を行い、

会計監事の小野成志氏（学校法人根津育英
会）より、事務局報告に誤りがない旨報告
があり、全会一致で承認を頂きました。

□第 3 号議案（1）：2010 年度役員人事
安東孝二氏がご都合により運営委員長を

退任され、後任に一井信吾氏（東京大学）
が就任されました。なお安東孝二氏は引き
続き運営委員として参画いただきます。

□第 3 号議案（2）：2010 年度活動計画
事務局より以下通り活動計画と予算につ

いて報告を行い、全会一致で承認を頂きま
した。

（1）第 11 回定時総会
会期 2010 年 6 月 24 日、東京開催。

（2）CAUA FORUM 2010
会期 2010 年 6 月 24 日、東京開催。

（3）CAUA 第 9 回合同研究分科会
会期 2010 年 10 月 18 日、東京開催。

（4）CAUA シンポジウム 2010 in 大阪

会期 2010 年 12 月 8 日、大阪開催。
（5）運営委員会

年度内に 3 回開催を予定。
（6）会誌「VIEW POINT」第 11 号

2011 年 3 月発行を計画。
（7）ホームページ、メールマガジンの充実

□第 3 号議案（3）：2010 年度予算
原案通り承認されました。

以上の通り、4 件の議案は全て全会一致で
承認され、総会は無事終了しました。

3.　CAUA FORUM 2010

2010 年 6 月 24 日（木）の第 11 回定時総
会終了後に、同じく TKP 大手町カンファレ
ン ス セ ン タ ー に お い て「CAUA FORUM 
2010」を開催しました。
「ICT と大学教育の新しい関係を考える～

ｅポートフォリオによる教育支援の現状と今
後～」というテーマで、プログラムは以下の
通りでした。

□開会挨拶　後藤滋樹氏（早稲田大学）
□基調講演「学生自身の達成度評価による学

修意識改革」
堀江知義氏（九州工業大学）

□講演「失敗しない効果的な e ポートフォリ
オの活用法」～ e ポートフォリオシステム
の導入に際して～

図 1　CAUA FORUM 2010 の模様
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森本康彦氏（東京学芸大学）
□講演「電子ポートフォリオシステムの導入

と運用」
浜正樹氏（文京学院短期大学）

□パネルディスカッション： 
『電子ポートフォリオは大学を変革する !?』
・司会

一井信吾氏（東京大学大学院）
・パネリスト

堀江知義氏（九州工業大学）
森本康彦氏（東京学芸大学）
浜正樹氏（文京学院短期大学）

□懇親会
FORUM 開催後、TKP 大手町カンファ

レンスセンター内において懇親会が行われ
ました。

「学士力」に代表されるように、大学は社
会から教育の質保証や学生の質保証を求めら
れています。そうした要請に応えるため、ｅ
ポートフォリオや学生カルテ等を導入して、
学生のモチベーション向上や学習達成度の評
価を行う大学が増えています。

本 FORUM 前半では、九州工業大学、東
京学芸大学、文京学院大学のそれぞれのｅ
ポートフォリオ関連の取組みをご紹介いただ
きました。後半のパネルディスカッションに
おいては、学生の学業意識や・就業意識の変
化と、そうした変化に対応した教育の在り方
や ICT 利用について、フロアを含めた議論
が活発に交わされました。

3.　CAUA 第 9 回合同研究分科会

CAUA 第 9 回合同研究分科会は 2010 年
10 月 18 日に「クラウド時代の『見える化』

を考える」をテーマとして、東京・四ツ谷の
主婦会館プラザエフで開催しました。プログ
ラムの詳細は以下の通りで、7 件の発表が行
われました。

□開会挨拶　只木進一氏（佐賀大学）
□テーマセッション

・「結局クラウドはどうなったのか？～今
後の可能性を考える」
安東孝二氏（IT コンシェルジュ）

・「教育機関でのクラウド導入成功事例」
石橋立也氏（伊藤忠テクノソリューショ
ンズ株式会社）

□教育研究、センター運用分科会
・「大学評価指標の可視化とエンロールメ

ント管理」
常盤祐司氏（法政大学）

・「商用サービス運用の現状と課題」
波田野裕一氏（日本 UNIX ユーザ会、
楽天株式会社）

□図書館分科会
・「すべての図書館コンテンツを一つのプ

ラットフォームに：ディスカバリ・イン
ターフェース『Cute.Catalog』のデザイ
ン・開発」
工藤絵理子氏（九州大学附属図書館）

・「たった一つの検索窓から学術情報を自
由 自 在 に 活 用 Web Scale Discovery 
Service ～ Summon」
松下茂氏（株式会社サンメディア）

□特別講演
・「クラウド時代と他者依存社会」 

後藤滋樹氏（早稲田大学）

テーマセッションでは、注目度の高いクラ
ウドの大学への導入に当っての留意すべきポ
イントを説明いただいた上で、実際にクラウ
ドを導入した教育機関の事例紹介がありまし
た。教育研究・センター運用分科会では、評
価指標の可視化とエンロールメント管理に関
する先進的な取組みの紹介と、商用 ICT サー
ビスの運用管理上の課題についてご講演いた
だきました。図書館分科会では、次世代の検
索サービスである Web Discovery サービス
への野心的な取組み事例の紹介と、サービス
の動向の説明がありました。最後には、後藤
滋樹 CAUA 会長の貴重なご講演があり、大
好評を博しました。各セッション共に興味深
い内容でしたので、質問も多く活気のある分
科会となりました。

図 2　CAUA 第 9 回合同研究分科会の模様
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4.　 CAUA シンポジウム 2010  
in 大阪

2010 年 12 月 8 日（水）には、大阪におい
て CAUA シンポジウムを開催しました。テー
マは「ここが駄目だよ‼大学の情報化！」と
いう刺激の強いもので、プログラムは以下の
通りでした。

□開会挨拶　後藤滋樹氏（早稲田大学）
□ 講演「大学の情報セキュリティ～ IT ガバ

ナンスの視点から～」
上原哲太郎氏（京都大学）

□ 講演「ハッカーを育てる - 人材育成のため
の大学の情報システム」
小町守氏（奈良先端科学技術大学院大学）

□ 講演「大学における ICT 組織の現状と課
題」
梶田将司氏（名古屋大学） 

□ パネルディスカッション『駄目な大学を洗
濯する !?』
・司会

只木進一氏（佐賀大学） 
・パネリスト

上原哲太郎氏（京都大学）
小野成志氏（武蔵大学、武蔵高等学校中
学校）
梶田将司氏（名古屋大学）
小町守氏（奈良先端科学技術大学院大
学）

□閉会挨拶　斎藤馨氏（東京大学大学院）

刺激的なテーマでしたが、大学関係者の危
機感の現れでしょうか、多くの方にご参加い
ただき、パネルディスカッションも大いに盛
り上がりました。東京での Part2 開催の要望

もでるほどでした。

5.　 ホームページ、 
メールマガジンの充実

本年度は CAUA ホームページの作成・更
新、メールマガジンの発行を以下の通り行い
ました。

（1）イベントレポート

2010 年度に実施した以下の 3 件のイベン
トの開催レポートを作成し、CAUA ホーム
ページに掲載しました。

□ CAUA FORUM 2010
□ CAUA 第 9 回合同研究分科会
□ CAUA シンポジウム 2010 in 大阪

CAUA ホームページの URL は以下の通り
ですので、是非、ご確認下さい。
（URL）http://www.ctc-g.co.jp/~caua/

（2）Online ViewPoint

2010 年 3 月に発行した「ViewPoint」第
10 号を PDF 化し、CAUA ホームページで
公開しました。CAUA はその活動で得られ
た貴重なコンテンツを公開し大学情報化に携
わる方々に提供すべく、会誌コンテンツを無
料で公開しています。

（3）メールマガジン

電子メールを利用したメールマガジン
「CAUA Academic Newsletter」を年度内に
6 回発行しました。

□ VOL.11 NO.1（2010 年   5 月 17 日発行）
□ VOL.11 NO.2（2010 年   7 月 13 日発行）
□ VOL.11 NO.3（2010 年 10 月   5 日発行）
□ VOL.11 NO.4（2010 年 11 月 19 日発行）
□ VOL.11 号外  （2010 年 11 月 30 日発行）
□ VOL.11 NO.5（2010 年 12 月 20 日発行）
□ VOL.11 NO.6（2011 年   3 月   2 日発行）

7.　運営委員会

2010 年度は運営委員会が 4 回開催され、
CAUA の具体的な活動内容が決定されまし
た。

図 3　CAUA シンポジウム 2010 in 大阪の模様
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（1）2010 年度第 1 回運営委員会

□出席役員（運営委員は 50 音順）
後藤滋樹会長（早稲田大学）
斎藤　馨副会長（東京大学）
一井信吾新運営委員長（東京大学）
安東孝二運営委員
坂下善彦運営委員（湘南工科大学）
島野顕継運営委員（大阪工業大学）
鈴木正紀新運営委員（文教大学）
小野成志会計監事（学校法人根津育英
会）

□日時：2010 年 4 月 26 日（月）
16:00 ～ 17:30

□場所：CTC 大崎オフィス会議室
（東京都千代田区）

□議題
① 2009 年活動報告案討議
② 2009 年度会計報告案討議
③ 2010 年度活動計画案討議

（2）2010 年度第 2 回運営委員会

□出席役員（運営委員は 50 音順）
後藤滋樹会長（早稲田大学）
斎藤　馨副会長（東京大学）
一井信吾新運営委員長（東京大学）
安東孝二運営委員（東京大学）
坂下善彦運営委員（湘南工科大学）
鈴木正紀運営委員（文教大学）
小野成志会計監事（学校法人根津育英
会）

□日時：2010 年 6 月 24 日（木）
12:00 ～ 13:00

□ 場所：TKP 大手町カンファレンスセン
ター（東京都千代田区）

□議題
①第 11 回総会事前打合せ
②事務局報告事項

（3）2010 年度第 3 回運営委員会

□出席役員（運営委員は 50 音順）
後藤滋樹会長（早稲田大学）
斎藤　馨副会長（東京大学）
一井信吾新運営委員長（東京大学）
安東孝二運営委員（東京大学）
島野顕継運営委員（大阪工業大学）
鈴木正紀新運営委員（文教大学）
只木進一新運営委員（佐賀大学）
小野成志会計監事（学校法人根津育英

会）
□日時：2010 年 10 月 18 日（月）

12:00 ～ 12:45
□場所：主婦会館プラザエフ
（東京都千代田区）

□議題
①事務局報告事項
②  CAUA 第 9 回合同研究分科会事前打

合せ
③  CAUA シンポジウム 2010 in 大阪 企

画報告

（4）2010 年度第 4 回運営委員会

□出席役員（運営委員は 50 音順）
後藤滋樹会長（早稲田大学）
斎藤　馨副会長（東京大学）
一井信吾新運営委員長（東京大学）
安東孝二運営委員長（東京大学）
坂下善彦運営委員（湘南工科大学）
只木進一新運営委員（佐賀大学）
小野成志会計監事（学校法人根津育英
会）

□日時：2010 年 12 月 8 日（水）
12:00 ～ 13:00

□場所：メルパルク大阪（大阪市）
□議題

①事務局報告事項
②  CAUA シンポジウム 2010 in 大阪事

前打合せ

8．まとめ

CAUA 設立から 11 年目の今年は、東京大
学大学院の一井信吾先生を運営委員長にお迎
えしてスタートをきりました。

6 月の CAUA FORUM 2010 は会場が満席
になるほど多くの皆様にご参加いただきまし
た。第 9 回合同研究分科会も CAUA シンポ
ジウムも満席に近い状況でした。

ここ数年、CAUA のセミナーには、本当
にたくさんの大学関係者の皆様にご参加いた
だけるようになりました。講演後の質疑応答
やパネルディスカッション時などには、参加
者の皆様からの積極的な発言が増えており、
会場が一体となって、大学の抱えている課題
を考える場になっているように感じます。そ
れも、課題をなんとか解決していきたい、大
学をよりよいものにしていきたいという、参
加者の皆様の熱意があったからこそと思いま
す。



123

こうした問題意識を持った皆様が集まるこ
とで、セミナーは予期した以上の成果をあげ
ることができていますし、こうしたセミナー
を通じて CAUA 自体も成長させていただい
ているように感じています。

CAUA もよりよいアカデミックコミュニ
ティになるべく努力してまいりますので、皆
様のご支援、ご協力を今後とも宜しくお願い
致します。

最後になりましたが、CAUA を支えて下
さる CAUA 役員の先生方、CAUA 会員の皆
様方、賛助会員の皆様方に心より御礼申し上
げます。この 1 年間どうも有難うございまし
た。

 （了）




